






要約:英国在住の日本人の妊産婦を対象に、妊娠後期、出産後 5日間、1ヵ月、3ヵ月の気

分の変化について、自己記入式質問表と面接(産後 3ヵ月以降に SADS 面接および RDC 診断

施行)調査をした。現在までに回収した41 人の母親の結果では、出産後 5日間のマタニテ

ィブルーズ(以下ブルーズ)の頻度は、スタインのブルーズ質問用紙を用いると 50%であり

(8 点以上)、従来の日本在住の産婦についての報告に比べてその頻度が高く、欧米の報告

に近かった。また、分娩様式とブルーズの得点には相関があり、ブルーズの母親は帝王切

開やかん子分娩が多かった。かつこれらの分娩様式と産後 3ヵ月の母親が児に対する気持

ちには相関がみられ、これらの母親はより、negative な感情を児に抱いていた。産後う

つ病は、エジンバラ産後うつ病質問表では産後 1 ヵ月、3 ヵ月でそれぞれ、10%、3%(8 点

以上)、面接では 17%、4%であった(定型うつ病、準定型うつ病)。かつ産後 1 ヵ月の質問

表の得点は、妊娠後期に施行した同質問表の得点とも相関が見られた。またブルーズの得

点が高いこと、また今回の分娩時間がながかったり、難産だと感じた母親産後 1ヵ月のう

つ病には相関がみられた。今回は、中間報告であり、対象者数も十分ではないが、以上の

結果から、出産直後からの母親の感情の変化をモニターすることは、母親のみならず母子

関係にも重要であり、特に出産に困難をともなった母親には注意が必要である。


